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ステンレス製 散水栓ボックス（ポール型）13A 用 錠ロック式

SB3-FL OS ●特　長
1.ポール型ですので、散水栓口が地面より高い位置に

設置されます。
2.円筒の蓋が、本体とピッタリフィットしていますので、

ごみ等が入りにくい構造です。
3.衛生的なステンレス製で、スマートな円柱形です。
4.GBブラスト処理を施していますので、光沢を抑えた

肌合いになっています。
5.錠ロック式ですので、イタズラ防止に効果があります。

●部品表
№ 部　品　名 材　質 備　　考
① 本 体

SUS304
ガラスビーズ

ブラスト② キ ャ ッ プ
③ 錠 C3604BD クロムめっき
④ ヒ ン ジ

SUS304
ー

⑤
六 角 ボ ル ト
グリップアンカー 3-M8

⑥ 散 水 栓 基 礎 コンクリート
SB3-CB

オプション

●施工例

意匠登録品
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※ 上図の寸法以内の散水栓（13A）を
使用してください。

●施工手順  散水栓基礎（オプション）使用の場合

ソケット 13A
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散水栓基礎

散水栓BOX取付位置、散水栓の

取付方向に合せて配管してください。

散水栓を右向きにする場合は散水

栓基礎の刻印を正面として芯を管

の芯から左へ、散水栓を左向きに

する場合は右へ10㎜ずらし、ソケット

上端が散水栓基礎上面から235㎜

となるよう設置してください。

散水栓BOXを管にかぶせるように

基礎に載せてください。
の範囲としてください。図の40°

散水栓をソケットにねじ込み、散水栓設置

範囲内で固定してください。

蓋の開閉に問題がないことを確認し、

散水栓BOXを散水栓基礎の
インサートナットにボルト固定してください。

散水栓固定板

散水栓設置範囲 散水栓固定板の取付方向を
反対にして、散水栓を左向き
に設置することもできます。
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散水栓固定板

インサートナット

※散水栓基礎の刻印が散水栓BOX

　 の正面（錠側）となります。

正面

管

（散水栓右向きの場合）
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刻印φ10

3-インサートナット M8

オプションにて散水栓基礎（コンクリート製品）を用意いたしました。

※SB3-FL OS 錠ロックなし 用意しております。

おすすめ !
グッドデザイン

散水栓設置範囲
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散水栓固定板の取付方向により
散水栓反対向き設置も可

φ12キリ

20
°

20
° 4
0
°

1
0
0

2
5
0

GL

2
0
0

1
0
0

φ100

φ300

☐400

クラッシャラン

（C-40）基礎

⑤
⑥

２０２５年４月発行「№６５総合カタログ」に基づいております。（626）


